
巻頭

　出初式 ２

特集

　地域防災を考える ほか
３

お知らせ

　所得の申告／道の駅第Ⅱ期整備 ほか
８

まちの話題・お知らせ・連載

　中国木材竣工式／成人式 ほか
14

お知らせ掲示板

　鳥インフルエンザ／有料道路の割引 ほか
20

高原からの花便り

　故郷をはなれて、シラカンバ 24

　凍えるような寒気と冷たい雨、外へ出るのも嫌になるような天候

の中、新年を彩る平成23年消防出初式が規律正しく、厳粛に行わ

れた。町長や来賓が巡る観閲、威風堂々とした分列行進の後、会場

前の志路原川に向かい一斉放水を行い、見事な放物線が描かれると

観客からは大きな歓声があがった。なお、消防出初式は、毎年正月

３が日後の最初の日曜日に行われている。

平成 23 年消防出初式  　　　

広報

2
2011  No.72

平成 23 年



平成23年消防出初式

　

冷
た
い
雨
が
降
る
な
か
、１
月
９
日
、

千
代
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
北
広
島

町
消
防
団
・
北
広
島
町
消
防
本
部
に
よ

る
平
成
23
年
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

　

竹
下
町
長
が
式
辞
に
お
い
て
、
昨
年

の
大
雨
災
害
と
、
一
昨
年
に
比
べ
て
火

災
発
生
件
数
が
減
少
し
た
事
に
つ
い
て

触
れ
、「
団
員
各
位
の
迅
速
か
つ
的
確

な
消
火
活
動
・
水
防
活
動
に
よ
り
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。」
と
感
謝
を
表
し
、
今
後
の
さ
ら
な

る
消
防
活
動
へ
の
期
待
を
表
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
各
種

表
彰
や
来
賓
か
ら
の
祝
辞
と
続
き
、
観

閲
、
分
列
行
進
の
後
、
一
斉
放
水
を
行
い
、

参
加
者
は
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
は
、
出
初
式
か
ら
始
ま

り
、日
々
の
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
大
会
、

年
末
警
戒
な
ど
年
間
を
通
し
て
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
に
続
い
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課
総
務
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

◉消防庁長官表彰（永年勤続功労章）

竹内 求

◉日本消防協会定例表彰（勤続章）

畑 義信 岡﨑 修

◉広島県知事表彰（優良団員表彰）

吉川 繁雄 小笠原 幸信 平田 文男 清水 一士

◉広島県消防協会会長表彰（功績章）

二井 博幸 石見 春三 頼政 寿彦 上野 敬三

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 25 年）

岡本 英俊 河野 靖彦 上田 俊則 清見 宣正 村竹 勝彦

藤吉 数磨 坂井 孝 平中 敏之 佐々木 靖志 斉藤 茂樹

下田 一宏

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 20 年）

植田 伸二 片岡 英昭 出上 康昭 杉本 隆則 近藤 正英

矢部 芳彦 島田 英樹 加計 正敏 田村 直久 洲浜 正文

白砂 博 寺本 秀行 上長者 和則 中村 省吾 宮庄 剛

山本 一久 桑本 栄治 上川 博文 庭田 茂 大久保 洋司

大亀 義夫 鈴木 俊昭 中 英雄 佐々木 靖 中谷 均

仲野 吉也 増田 三四一 藤正 雄三 仲 登志実 野田 武

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 15 年）

田村 慎一 石川 一義 伊藤 正 口 雅之 淀渕 清春

片桐 信幸 斉藤 兼治 岡本 隆男 泉 裕樹 道広 伸太郎

隅岡 忠司 脇本 匠 川角 勝則 谷本 文成 四俵 昭久

白砂 満義 大内 哲治 山根 太 鈴木 栄治 伊藤 剛志

橋本 匠 藤田 康弘 小畑 隆浩 中川 裕次 呉川 聡

土井 孝行 河合 浩二 横竹 信行 川口 充高 大平 誠

藤田 一彦 山田 和彦 佐藤 修作 林 文六 打田 貴義

上川 信欽 浅香 潤観 大田 学    

◉広島県消防協会山県支部長表彰（功績章）

前迫 尚幹 中川 克也 河野 靖彦 中川 俊彦 金澤 和洋

堤田 弘昭

◉広島県消防協会山県支部長表彰（表彰章）

大地 喜代志 今田 信男 麦尾 彰 佐田 治信 矢部 芳彦

白砂 博 砂田 寿紀 伊藤 求
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地域防災を考える

地
域
防
災
を
考
え
る

特 
集

「
特
集 

地
域
防
災
を
考
え
る
」
で
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
・
協
働
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
い
ろ
い
ろ
な
防
災
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

家
庭
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

昨
年
７
月
14
日
未
明
、
停
滞
し
た
梅

雨
前
線
に
よ
る
前
日
か
ら
の
雨
は
さ
ら

に
雨
脚
を
強
め
、
夜
明
け
と
と
も
に
牙

を
む
き
ま
し
た
。
千
代
田
、
豊
平
地
域

を
中
心
に
土
砂
災
害
の
発
生
通
報
が
殺

到
し
、
昼
ま
で
に
１
２
０
件
を
数
え
、

対
応
に
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
こ
の
災

害
は
極
め
て
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ

る
も
の
で
、
幸
い
な
こ
と
に
本
町
で
は

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

２
日
後
の
庄
原
豪
雨
で
は
尊
い
人
命
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
異
常
な
雨
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
。

被
害
　
土
砂
災
害
の
発
生
に
注
意

　

こ
の
災
害
に
よ
る
被
害
の
特
徴
と
し

て
、
民
家
の
裏
山
や
道
路
な
ど
の
法
面

崩
壊
が
数
多
く
発
生
し
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
雨
が
長
期
間
に
わ
た
り
降
り
、

土
壌
（
地
面
）
が
多
量
の
水
分
を
含
ん

で
い
た
と
こ
ろ
に
激
し
い
雨
が
降
っ
た

こ
と
が
大
き
く
起
因
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
は
、
土
砂
災
害
の
発
生

に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
防

　
被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め
に

　

７
月
14
日
の
早
朝
よ
り
、
住
民
通
報

を
受
け
、
延
べ
３
５
０
名
の
消
防
団
員

が
出
動
し
、
水
防
活
動
に
あ
た
り
ま
し

た
。
内
容
は
、
山
腹
や
法
面
崩
壊
を
防

ぐ
た
め
の
シ
ー
ト
張
工
法
や
、
河
川
や

水
路
か
ら
の
越
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を

防
ぐ
た
め
の
積
土
壌
工
法
を
、
随
所
で

実
施
し
被
害
の
拡
大
を
最
小
限
に
留
め

る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

情
報

　
災
害
情
報
の
確
認

　

今
回
の
災
害
で
は
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ

ト
番
組
を
活
用
し
て
各
家
庭
に
被
害
情

報
や
道
路
通
行
情
報
を
発
信
し
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
、
防
災
無
線
な
ど
か

ら
発
信
さ
れ
る
災
害
情
報
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

豪
雨

　
異
常
な
雨
の
降
り
方
に
注
意

　

平
成
22
年
７
月
災
害
で
は
、
豊
平
地

域
の
多
い
所
で
１
時
間
に
32
ミ
リ
、
６
時

間
で
１
５
３
ミ
リ
、
災
害
発
生
日
の
前
後

１
週
間
で
４
９
７
ミ
リ
の
雨
を
記
録
し
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
年
間
雨
量
は
平
均

１
６
０
０
ミ
リ
で
す
か
ら
、
尋
常
で
な
い

す
さ
ま
じ
い
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
最
近
の
大
雨
は
、局
地
的
に
、激
し
く
、

急
に
降
る
の
が
特
徴
で
す
。
天
気
予
報
で

「
大
気
の
状
態
が
不
安
定
」
と
い
う
表
現

が
あ
る
と
き
は
要
注
意
で
す
。
周
囲
が
急

に
暗
く
な
っ
て
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
ヒ

ン
ヤ
リ
と
し
た
風
が
吹
き
出
し
て
「
ひ
ょ

う
」
が
降
り
だ
す
と
き
は
大
雨
の
兆
し
と

思
っ
て
警
戒
し
て
下
さ
い
。

30 ミリの雨 ＝
ペットボトル 30 本分

200 ミリの雨 ＝
ドラム缶１本分（200リットル）

22 年７月災害時の６時間累積雨量 （各雨量観測所における計測値）

14 日　4 時～ 9 時

（災害発生時刻前後）

八幡 芸北 都志見 大朝 新都 川戸

50 ﾐﾘ 39 ﾐﾘ 153 ﾐﾘ 36 ﾐﾘ 122 ﾐﾘ 79 ﾐﾘ

１時間平均雨量 8 ﾐﾘ 7 ﾐﾘ  26 ﾐﾘ 6 ﾐﾘ 20 ﾐﾘ 13 ﾐﾘ
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災害は、自分たちの手で、防ぎたい

共
助
　「
隣
保
協
同
」
が
自
主
防
災
の
精
神

　

町
内
の
社
会
福
祉
施
設
と
周
辺
地
域

の
皆
さ
ん
は
、
災
害
時
に
相
互
に
応
援
し

あ
う
取
り
決
め
を
し
、
地
域
を
あ
げ
て
大

地
震
や
火
災
に
備
え
て
の
訓
練
を
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
22
の
自
主
防

災
会
の
皆
さ
ん
も
防
火
教
室
や
救
急
講
習

会
、
防
災
研
修
な
ど
、
地
道
で
息
の
長
い

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
の
精

神
は
お
互
い
の
助
け
合
い
で
す
。
平
素
か

ら
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
、
地
域

ぐ
る
み
で
地
域
の
安
心
・
安
全
を
目
指
す

も
の
で
す
。
本
町
で
は
こ
う
し
た
自
主
防

災
の
機
運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
助
　
自
主
的
な
警
戒
と
早
め
の
避
難

　

土
石
流
や
が
け
崩
れ
は
、
長
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
り
地
盤
が
緩
ん
だ
り
水
か

さ
が
増
す
こ
と
が
原
因
で
発
生
し
ま

す
。い
ず
れ
も
大
き
な
破
壊
力
を
持
ち
、

発
生
場
所
や
発
生
時
刻
を
予
測
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
大
雨
情
報
や
雨

脚
に
注
意
し
、
自
主
的
な
警
戒
に
よ
り

土
砂
災
害
の
前
兆
を
見
つ
け
た
り
不
安

に
思
っ
た
り
し
た
時
は
、
早
め
に
避
難

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
地
域
で
勉
強
会
や
訓
練
を
実
施

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
で
は
自
主
防

災
会
や
区
単
位
、
振
興
会
な
ど
で
土
砂

災
害
警
戒
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
た

勉
強
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
「
ど
こ

か
ら
」
「
い
つ
」
「
ど
こ
へ
」
「
ど
の
よ

う
に
」
警
戒
し
て
避
難
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
地
区
内
の
危
険
箇
所
を
示
し
た
地

図
を
も
と
に
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。

壬生２区自主防災会での防災出前講座 吉木自主防災会での住宅火災予防の勉強会

ゆりかご荘と地域の方の災害時の応援協定に基づく訓練の様子①ゆりかご荘と地域の方の災害時の応援協定に基づく訓練の様子②

自主防災組織の結成準備の勉強をする大朝東連合会
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地域防災を考える

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度

　

北
広
島
町
で
は
、
災
害
が
起
こ
っ
た

時
、
自
力
で
は
避
難
が
難
し
い
方
の
支

援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

制
度
概
要

○
災
害
時
に
、
高
齢
や
障
害
な
ど
で
自

力
ま
た
は
家
族
の
力
だ
け
で
は
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
登
録

し
、
平
常
時
の
見
守
り
活
動
や
災
害

時
の
避
難
支
援
に
役
立
て
る
制
度

で
す
。

○
登
録
は
、
個
人
情
報
の
提
供
に
同
意

さ
れ
る
方
が
、
登
録
申
請
書
を
提
出

す
る
仕
組
み
で
す
。

登
録
の
際
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
要
支
援
対
象
者
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書

を
役
場
に
提
出
し
事
前
に
登
録
し
ま

す
。

②
登
録
を
す
る
際
、
近
隣
の
方
な
ど
で

支
援
し
て
く
れ
る
方
（
避
難
支
援
者
）

を
複
数
決
め
て
い
た
だ
き
、
登
録
す
る

こ
と
の
同
意
を
得
ま
す
。

③
支
援
の
た
め
の
最
小
限
必
要
な
個
人

情
報
を
、
避
難
支
援
者
や
避
難
支
援

関
係
団
体
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
を
し
ま
す
。

④
登
録
事
項
の
変
更
や
登
録
の
抹
消
を

希
望
す
る
と
き
は
、
届
出
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
の
申
請
は
、
随

時
受
付
け
て
い
ま
す
。

留
意
点

○
避
難
支
援
者
は
、
で
き
る
範
囲
で
の

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
登

録
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
災
害
時
に

支
援
活
動
を
行
う
責
任
を
負
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
の
状
況

に
よ
っ
て
、
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

が
肝
心
で
す
。

○
登
録
で
き
る
方
に
は
、
条
件
が
あ
り

ま
す
。
一
般
的
に
は
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
な
り

ま
す
が
、
く
わ
し
く
は
役
場
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

災
害
時
の
避
難
と
普
段
の
安
心
に
！

防災関係機関で構成される北広島町防災会議の様子

公
助
　
行
政
防
災
力
の
強
化

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
自
助
・
共
助
に
よ

る
防
災
体
制
づ
く
り
の
支
援
と
と
も
に
、

役
場
で
は
昨
年
７
月
の
大
雨
災
害
の
教

訓
な
ど
を
盛
り
込
む
た
め
地
域
防
災
計

画
を
修
正
し
た
り
、
職
員
を
対
象
と
し

た
図
上
訓
練
を
行
い
、
行
政
防
災
力
を

高
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年

度
に
引
き
続
き
地
域
防
災
の
推
進
役
と

な
る
「
ひ
ろ
し
ま
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
広
島
県
か
ら
認
定
を
受

け
た
の
は
北
広
島
町
消
防
団
の
隅
井
哲

雄
さ
ん
、
片
岡
英
昭
さ
ん
、
北
広
島
町

役
場
の
大
本
賢
一
郎
さ
ん
の
三
人
で
す
。

協
働
　
防
災
か
ら
減
災
に
向
け
て

　

近
年
の
防
災
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
減

災
」
で
す
。
災
害
の
発
生
は
防
げ
な
い

と
し
て
も
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
広
島
県
は
防
災
対
策
基
本
条

例
を
制
定
し
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
役
割
分
担
と
相
互
連
携
に
よ
り
県
民

総
ぐ
る
み
の
「
防
災
協
働
社
会
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
大
雨
や
地
震
な
ど
、

災
害
は
「
時
な
し
、
場
所
な
し
、
予
告

な
し
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
災
害
へ
の
備
え

は
ま
ず
家
庭
か
ら
、
そ
し
て
減
災
に
向

け
て
の
意
識
を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
力
を
徐
々
に
高
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

問　

総
務
課
総
務
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

　

各
支
所
自
治
振
興
課
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火
災
件
数
の
概
要

　

昨
年
の
火
災
件
数
は
、
前
年
よ
り
５

件
減
少
の
14
件
で
し
た
。
件
数
減
少
に

伴
い
、
相
対
的
に
「
建
物
火
災
」
の
比

率
が
４
割
強
と
上
が
っ
て
は
い
ま
す

が
、
原
野
や
畦
が
燃
え
る
「
そ
の
他
火

災
」
と
「
林
野
火
災
」
を
合
わ
せ
た
件

数
も
４
割
強
で
あ
り
、
こ
れ
が
町
内
の

火
災
傾
向
で
あ
る
事
は
依
然
変
わ
り
ま

せ
ん
。
地
区
別
で
は
豊
平
地
区
の
火
災

が
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
引
き
続
き

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
件
数
の
概
要

　

平
成
21
年
に
続
き
、
救
急
出
動
件
数

は
若
干
増
加
し
て
お
り
、
９
７
９
件
で

し
た
。
し
か
し
千
代
田
・
芸
北
地
区
で

は
そ
れ
ぞ
れ
40
件
程
度
減
少
し
て
い
ま

す
。
種
別
ご
と
で
は
、
急
病
が
お
よ
そ

５
割
を
占
め
、
最
も
多
く
、
次
い
で
転

倒
や
怪
我
等
の
「
一
般
負
傷
」
に
よ
る

出
動
が
お
よ
そ
２
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。
救
急
利
用
者
は
65
才
以
上
の
高
齢

者
が
６
割
を
超
え
、
そ
の
内
の
80
％
は

入
院
加
療
が
必
要
な
患
者
で
し
た
。
軽

症
患
者
の
搬
送
割
合
は
、
年
齢
が
下
が

る
ほ
ど
増
加
し
、
高
齢
者
は
辛
く
て
も

比
較
的
「
我
慢
」
し
て
し
ま
う
か
、
或

い
は
ご
自
分
の
体
の
状
態
を
判
断
で
き

な
い
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
病

気
な
ど
の
場
合
、
社
会
復
帰
す
る
に
は

時
間
と
勝
負
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、
普
段
と
は
違
う
「
異
変
」

を
感
じ
た
ら
、
速
や
か
に
救
急
車
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ご
家
庭
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
が
未
然
に
火
事

を
防
い
だ
話
が
町
内
で
も
聞
こ
え

始
め
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
を
防
火
訪
問
し
た
際
に
聞

い
た
話
で
す
が
、
火
に
か
け
た
鍋

を
う
っ
か
り
そ
の
ま
ま
に
し
、
警

報
機
の
音
で
異
変
に
気
づ
き
、
事

な
き
を
得
た
そ
う
で
す
。
取
り
付

け
が
ま
だ
の
ご
家
庭
は
、
早
め
の

設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0

100

200

300

400

500

平成22年地区別火災件数

平成22年出火原因別件数

平成22年地区別救急件数

平成22年世代別搬送人数

その他

車両

建物

林野

ごみ焼き等

その他

原因不明

その他

一般

急病

交通

高齢者

成人

乳幼児

少年

５件

４件 ４件

１件

千代田 豊平 大朝 芸北 高速道

千代田 豊平 大朝 芸北 高速道

０件

その他
7件

ごみ焼き
火入れ等

6件

１件

※その他の内訳
　風呂釜、コンセント
　の埃、摩擦熱等

緊急出動件数
H22年：979件
H21年：958件

433

202 221
112

救急搬送人員
H22年：924件
H21年：921件

高齢者
572名

成人
289名

28
35

※火災・救急とも、色付きグラフが平成22年件数
灰色のグラフが平成21年件数

住宅用火災警報器が
         活躍しています

火
災
救
急
出
動
状
況

平
成
22
年

11

Fi
re

fig
hting spirits防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
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　宝くじコミュニティ助成事業とは、財団法人自治

総合センターが宝くじの収益金を財源として、地域

住民のコミュニティの健全な発展と宝くじの普及広

報を図るため、コミュニティ親交に必要な設備など

の整備に関する助成を行っているものです。今回、

この事業を使って大朝地域協議会に備品や機材が整

備されました。

○整備された備品・機材

パイプイス・バックネット・トレッドミル・

リカンベントバイク・芝刈り機・草刈り機

宝くじコミュニティ助成事業

防
災
・
予
防
広
報
資
機
材
整
備

　

豊
平
地
域
の
今
吉
田
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
に
、
防
災
・
予
防
広
報
資
機
材

を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
資
機
材

は
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
が
宝

く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
地
域

の
女
性
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
及
び

予
防
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
行
う

「
平
成
22
年
度
女
性
消
防
隊
に
よ
る

安
全
で
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
に
よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
吉
田
地
区
の
女
性
会
で
組

織
さ
れ
る
今
吉
田
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

は
、
今
吉
田
地
区
自
主
防
災
会
の
女

性
部
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
防

火
・
防
災
活
動
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

整
備
資
機
材
は
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
や
防
火
広
報
資
機
材
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
）
で
今
後
、
防
災
講
習
や

各
種
訓
練
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人>>>

○
事
業
所
得
（
農
業
・
商
業
・
工
業
・

そ
の
他
事
業
な
ど
）
や
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
人

○
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
人

○
パ
ー
ト
・
内
職
な
ど
、
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

○
保
険
満
期
な
ど
の
一
時
所
得
が
あ
っ

た
人

○
土
地
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
、

ま
た
は
、
株
式
な
ど
の
配
当
が
あ
っ

た
人

○
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
加
入
者
（
加
入
予
定
者
）
及

び
そ
の
世
帯
の
人

＊
本
人
及
び
世
帯
員
の
所
得
状
況
な
ど

の
申
告
が
な
い
と
、
保
険
税
・
保
険

料
の
減
額
や
負
担
金
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

得の申告所

次
の
方
は
ご
注
意
を
！>>>

　

収
入
が
な
い
場
合
も
、
収
入
が
な
い

と
い
う
申
告
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
「
遺
族
年
金
」
「
障
害
年

金
」
「
仕
送
り
」
「
住
民
票
は
お
い
て
い

る
が
、
職
場
に
は
町
外
の
住
所
を
届
け

て
い
る
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
の
方

で
把
握
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず
そ
の

事
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど>>>

○
給
与
、
賃
金
・
報
酬
な
ど
の
源
泉
徴

収
票
（
な
い
場
合
は
支
払
い
明
細

書
）

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

○
事
業
（
農
業
も
含
む
）
の
「
収
支
内

訳
書
」（
収
入
・
経
費
の
わ
か
る
も

の
）

○
農
業
用
機
械
・
車
両
な
ど
を
購
入
し

た
場
合
は
「
販
売
証
明
書
」

○
土
地
建
物
等
売
買
契
約
書
の
写
し

平成22年分「所得税」確定申告

平成23年度「町県民税」「国民健康保険税」申告

申告は３月15日まで

所
得
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、

北
広
島
町
に
住
ん
で
い
る
次
に
該
当
す
る
人
は
、
所
得
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
北
広
島
町
で
は
２
月
14
日
か
ら
３
月
15

日
の
間
、
町
内
巡
回
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
も
よ
り
の
会
場
で
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　問　税務課所得係　

　０５０‐５８１２‐１８５２
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（
譲
渡
所
得
が
あ
る
場
合
）、
公
共
収

用
の
場
合
は
「
収
用
証
明
」

○
個
人
年
金
及
び
保
険
満
期
な
ど
の
支

払
証
明
書

○
生
命
保
険
、
地
震
保
険
の
控
除
証
明

書
○
社
会
保
険
料
の
支
払
証
明
書
（
国
民

年
金
保
険
料
は
必
須
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
一

年
間
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収

書
（
平
成
22
年
中
に
支
払
っ
た
も
の

を
、
該
当
者
・
医
療
機
関
及
び
薬

局
別
に
区
分
し
た
も
の
を
集
計
す

る
）、
保
険
な
ど
に
よ
る
補
て
ん
金

明
細
書

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

場
合
は
「
登
記
簿
謄
本
」
「
住
民
票

の
写
し
」「
請
負
契
約
書
」「
売
買
契

約
書
」
「
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
融

資
証
明
書
及
び
金
融
機
関
の
発
行

す
る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
」

○
印
鑑
（
預
金
通
帳
届
出
印
）、
申
告

者
名
義
の
預
金
通
帳
（
所
得
税
の
納

付
、
還
付
時
に
必
要
）

○
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
書
類
の
あ

る
人
は
そ
の
書
類

「
収
支
内
訳
書
」
の
事
前
整
理
を>>>

　

農
業
・
事
業
な
ど
の
「
収
支
内
訳

書
」
を
整
理
さ
れ
て
会
場
に
来
ら
れ
ま

す
と
、
申
告
時
間
は
も
と
よ
り
、
他
の

人
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
収
入
」
「
経
費
」
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
整
理
し
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>>>

　

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム>>>

　

h
ttp

://w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.g

o
.jp

/

問　

税
務
課
所
得
係　

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
２

　
　

広
島
北
税
務
署

　
　
　
　

（
安
佐
北
区
亀
山
２ｰ

25ｰ

10
）

　


０
８
２
‐
８
１
４
‐
２
１
１
１

所得税・贈与税の申告・納税は

３月 15 日（火）まで

個人事業者の消費税・地方消費税の申告・納税は

３月 31 日（木）まで

e-Tax はメリットがたくさん

①国税庁ホームページから電子申告

②最高 5,000 円の税額控除

③添付書類の提出省略

④還付金がスピーディー

http://www.e-tax.nta.go.jp/ へアクセス

◆所得税の確定申告は次の会場でも受けることができます

●申告会場
　会場：基町クレド・パセーラ 11 階「NTT クレドホール」

　期間：平成 23 年２月 16 日（水）～３月 15 日（火）（土・日曜日は休み）

　受付時間：９：00 ～ 16：00（相談時間は 17：00 まで）

　※日曜日開催：２月 20 日・２月 27 日の日曜日に限り、確定申告の相談を受け付けます

●還付申告センター
　　給与、年金などの所得税の還付申告（譲渡所得を除く）の相談や申告書の作成指導

　会場：アクア広島センター街８階「アクアホール」（広島バスセンター８階）

　期間：平成 23 年２月１日（火）～２月 10 日（木）（土・日曜日は休み）

　受付時間：10：00 ～ 16：00

確定申告書の作成はインターネットで　お忘れなく！確定申告
インターネット申告システム e-Tax をご利用ください

納税には安心・

便利な口座振替を

ご利用ください

◇振替日◇

所得税４月 22 日

消費税４月 27 日

問　広島北税務署　０８２‐８１４‐２１１１

広島北税務署からお知らせ

9 Public Relations Kitahiroshima
2011.2



得の申告所

申告相談・受付日程
◎受付時間　午前9時～11時　午後1時～4時

日　程 芸　北 千代田 大　朝 豊　平

２
月

14日（月） 蔵迫地区センター
（川迫 1･2･3･4）

15日（火） 川戸加工センター
（川迫 5･6･7･8･9･11）

大塚小学校
（大塚）

16日（水） 本地総合センター
（本地 1･2･5･8･9）

岩戸集会所
（平田 ･ 中ノ宮 ･ 鉄穴原 ･ 本谷 ･ 磐門）

17日（木） 本地総合センター
（本地 3･4･6･7）

北広島町図書館
（本郷･鳴滝･田中原･立石･伊関・番の目）

18日（金） 南方総合センター
（南方 3･4･5･6･7･8）

北広島町図書館
（郷ノ崎 ･ 宮ノ庄 ･ 足谷 ･ 上市 ･ 下市）

21日（月） 美和集会センター
（小原・移原・米沢 ･ 大暮）

畑ふれあいセンター
（南方 1･2）＊午後のみ

共盛老人集会所
（共盛）＊午前のみ

22日（火） 美和集会センター
（高野・大谷・溝口）

長笹集会所
（長笹）

23日（水） 八幡高原センター
（八幡）

吉木福祉センター
（吉木）

24日（木）雲月ふれあいセンター
（雲月）

阿坂老人憩いの家
（阿坂）

25日（金）芸北ホリスティックセンター
（雄鹿原）

今吉田集会所
（今吉田）

28日（月） 芸北文化ホール研修室
（川小田･奥中原･板村･細見）

都志見生活改善センター
（都志見）

３
月

1日（火） 八重総合センター
（八重 1･2･3･4･5･6･13･22）

原東生活改善センター
（志路原・上石・海応寺・下石）

2日（水） 八重総合センター
（八重 7･8･9･10･11･12･23）

大朝保健センター
（筏津 ･ 追坂 ･ 田原 ･ 茅原 ･ 九門明 ･ 上ヶ原）

3日（木） 壬生ふれあいセンター
（壬生 1･2･3･4･5･13･14･15）

大朝保健センター
（枝ノ宮・間所・朝枝・小枝・境）

4日（金） 壬生ふれあいセンター
（壬生 6･7･8･9･10･11･12）

大朝保健センター
（大朝1～5丁目･犬追原･胡子町･東横･西横）

7日（月） 本庁２階会議室
（壬生 16・八重 18･19･20･21･25）

西宗老人集会所
（西宗 ･ 中原）

8日（火） 本庁２階会議室
（八重 14･15･16･17･24）

ふれあい健康館
（戸谷 ･ 琴庄）

9日（水） 芸北文化ホール研修室 ふれあい健康館

10日（木） 芸北文化ホール研修室 大朝保健センター

11日（金） 本庁２階会議室 大朝保健センター

13日（日） 本庁２階会議室

14日（月） 本庁２階会議室 ふれあい健康観

15日（火） 本庁２階会議室 ふれあい健康館

＊期間中は税務課及び各支所自治振興課での相談は受けておりません。

＊地区指定をしていますので、できるだけ該当する会場へお越しください。

■日曜日申告会場臨時開場

　３月 13 日の日曜日に限り、本庁で申告相談を行います。会場が混み合うことが予想されますので、

時間の余裕を持ってお越しください。
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道
の
駅
「
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
」
の

第
Ⅱ
期
整
備
に
関
わ
る
基
本
構
想
に
つ

い
て
、
専
門
家
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、

出
荷
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
者
な
ど
で
構
成

す
る
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
ま

し
た
。
増
設
す
る
産
直
施
設
の
規
模
と

内
容
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
設
、
集
客
施

設
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て
、
町
か
ら
の

諮
問
に
対
す
る
答
申
で
す
。

　

答
申
結
果
は
、立
地
条
件
を
活
か
し
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
を
目

的
と
し
た
「
き
た
ひ
ろ
し
ま
バ
ザ
ー
ル
」

の
集
約
拠
点
、
ま
た
地
域
づ
く
り
の
活

動
拠
点
と
し
て
第
Ⅱ
期
整
備
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
町
全
体
の
活
性
化
や
、
賑

わ
い
・
交
流
の
場
を
形
成
す
る
な
ど
６

項
目
で
す
。
く
わ
し
く
は
下
記
に
掲
載

し
た
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
日
程

　

答
申
結
果
を
ふ
ま
え
、
町
の
基
本
方

針
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
中

に
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
（
複
数
の
業
者
か
ら
の
企
画
提

案
を
採
点
し
、
優
秀
な
企
画
を
採
用
す

る
方
式
）
の
技
術
提
案
を
募
り
、
来
年

度
か
ら
本
格
的
に
事
業
に
着
手
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
施
設
や
駐
車
場

の
整
備
に
つ
い
て
は
国
な
ど
の
補
助
金

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

問　

企
画
課
企
画
調
整
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

諮問内容 答申の要点

①産直・物販施設増設にとも
なう規模及び内容について

○産直・物販施設は増設する。
○規模については、売り上げ目標に基づいた適正な規模とする。
○現施設の有効利用について要検討。
○駐車場についても売上目標に基づき、増設のこと。

②レストランの新設について ○設置要望や集客増加のため新設とする。
○高付加価値のメニュー開発や採算性についても今後要検討。
○建物は木造とし、町内産材を十分活用のこと。

③集客のための神楽殿、グラ
ウンドゴルフ場について

○神楽殿については、グラウンドゴルフ場をイベント広場として引き続き
利用することから面積要件、採算性などを考慮し、単独での整備は困難。

○しかし、神楽の将来性、発展性を含めた魅力が高いことからレストラン
に舞台を併設するなどの創意工夫を行うこと。

○グラウンドゴルフ場については利用頻度、継続要望が強いことから将来
に向けての集客性を考慮して存続とし、多様なイベント広場として、緑
豊かなオープンスペースとする。

④交流・定住事業の拡大の検討 ○観光協会を道の駅に配置し、インフォメーション機能の充実を図る。
○産直市増設、レストラン整備による新規雇用を創出するとともに、若者の

転出抑制や農業・観光振興などとあわせた定住促進に向けた施策が必要。

⑤道の駅を中心とした町活性
化のための方向性

○「きたひろしまバザール」の拠点施設として安定した収益を得るために
は生産者の協力が不可欠。きたひろネットを利用したＩＣＴによる集出
荷体制の構築やインターネットを利用した販売体制の検討、特産品開発
を行うこと。

○既存施設である千代田開発センターや伝承館との連携を図るとともに、
集客のための戦略構想を立てることも重要。

○整備後の第３セクターなどへの運営変更の準備着手。

⑥その他 ○既存施設である千代田開発センターの音響設備などの改修も視野に入れ
ること。

道の駅舞ロード IC千代田第Ⅱ期整備

基本構想の答申を受けました
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動き始めたばかりの工場内

グラウンドゴルフで交流する参加者たち

故増田邦夫さんのご家族と竹下町長

特別叙勲

永年の町行政への貢献に対して

　元芸北町長の故増田邦夫さんが、特別叙勲を受章さ

れました。増田さんは、芸北町役場職員を経て、昭和

５７年から１０年間、芸北町教育委員会教育長として在

職、また平成４年から平成６年までの間、芸北町助役と

して在職、その後平成１４年までの間、２期８年にわたり

芸北町長として在職されました。積極的な町行政を推

進し、地方にとって主体性のある住民自治の確立発展

に尽力されました。町長からご家族の方へ伝達しました。

大崎上島町と交流

町内巡りやグランドゴルフで親睦を深める

　平成８年から続いている大崎上島町（旧東野

町）との大人の交流事業が 12 月７日に行われ

ました。26 名の参加者は、大崎上島町に到着

すると、昔ながらの天然醸造をしている岡本醤

油を訪問し、米麹で作られているノンアルコー

ルの甘酒をいただいた後、新しく整備されたグ

ラウンドゴルフ場で地元の方とグラウンドゴル

フを行い、親交を大いに深めました。

中国木材北広島工場竣工式

広島県林業の拠点として

　県営大朝工業団地に中国木材株式会社北広島

製材工場が完成し、12 月 20 日に竣工式が行わ

れました。挨拶の中で堀川保幸代表取締役は、「国
産材を社運をかけてやっていこうと思っている。
安定して国産材をお客さんにお届けできる体制
が大切」と意気込みを語りました。広大な森林
面積を有する北広島町にとっても、この工場が
木材産業の重要な拠点として期待されます。

力いっぱいミュージカルを演じる団員たち

きたひろしまミュージカル

きたひろしまの魅力をミュージカルに

　12 月 26 日、千代田開発センターにおいて

きたひろしまミュージカルの公演が行われまし

た。町内の小学生を中心に結成された劇団は、

原東生活改善センターなどでの練習と、食育講

演会やかきつばた祭りなど町内の各種イベント

への参加を経て、第１回の公演を実施しました。

子どもたちの元気な踊りに、客席からは大きな

拍手が起きていました。
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北広島町成人式

新成人 159 人が新たな門出

　１月 10 日、千代田開発センターにおいて、

北広島町成人式が行われました。町内在住者や

町出身者など、今年の対象となる新成人は 204

人。うち 159 人が出席しました。

　式典では、新成人を代表して藤井穣さん謝辞

を述べ、新成人としての決意を語りました。

　あいにく雨や雪がちらつく天気でしたが、参

加者は写真を撮りあうなど、久しぶりに会った

友人たちと親交を深めていました。式典後の集合写真・芸北

式典後の集合写真・大朝

式典後の集合写真・千代田

式典後の集合写真・豊平

謝辞を述べた藤井穣さん

二十歳のメッセージを発表する亀井由樹さん

久しぶりに会った同級生と記念写真
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大
会
の
後
、
吉
本
さ
ん
に
英
語
暗

唱
・
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
思
い
を
尋
ね

て
み
ま
し
た
。
「
英
語
暗
唱
や
ス
ピ
ー

チ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
英
語
が
楽
し
く
て
、
好
き
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
人
前
で
発
表
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
頑
張
っ
た

成
果
を
目
に
見
え
る
形
で
残
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。」

　

千
代
田
中
学
校
で
は
、
毎
年
６
～
８

名
の
生
徒
が
英
語
暗
唱
・
ス
ピ
ー
チ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
指
導
者
が
声
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
生

徒
の
意
志
に
よ
る
自
主
参
加
で
す
。
広

島
県
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会
で
は
、
６

年
連
続
入
賞
者
（
各
学
年
の
部
の
１
～

３
位
）
を
輩
出
し
、
こ
こ
２
年
は
１
度
に

複
数
の
入
賞
者
を
出
す
活
躍
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

英
語
暗
唱
・
ス
ピ
ー
チ
の
指
導
を

し
て
い
る
水
川
航
生
教
諭
に
よ
る
と
、

練
習
は
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
たm

o
d
e
l 

re
a
d
in

g

（
指
導
者
の
範
読
）
を
何
度

も
く
り
返
し
読
み
込
む
こ
と
か
ら
始
ま

る
そ
う
で
す
。
「
ベ
ー
ス
と
な
る
発
音
、

リ
ズ
ム
と
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ニ
ュ

ア
ン
ス
な
ど
を
徹
底
し
て
身
体
に
覚
え

さ
せ
ま
す
。
あ
る
程
度
の
基
礎
が
で
き

た
ら
、指
導
者
と
の
練
習
を
始
め
ま
す
。

生
徒
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
ジ
ェ

ス
チ
ュ
ア
、
顔
の
表
情
、
声
の
ト
ー
ン

な
ど
、
様
々
な
表
現
を
つ
け
て
い
き
、

個
性
的
な
発
表
に
仕
上
げ
る
の
で
す
。

発
表
で
は
、
自
分
の
思
い
を
精
一
杯
伝

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
、
自

分
自
身
が
発
表
を
楽
し
む
気
持
ち
が
大

切
で
す
。
素
晴
ら
し
い
発
表
は
、sk

ill

（
技
術
）
とw

ill

（
思
い
）
の
両
面
が

必
要
で
す
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も
、
人

の
気
持
ち
を
揺
さ
ぶ
り
、
感
動
を
与
え

る
よ
う
な
発
表
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う

し
て
成
長
を
し
た
生
徒
た
ち
が
、
各
種

大
会
で
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。」

　

吉
本
さ
ん
は
１
・
２
年
生
の
時
に
も

そ
れ
ぞ
れ
第
１
位
に
な
っ
て
お
り
、
３

年
連
続
第
１
位
と
い
う
大
会
の
歴
史
に

残
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
吉
本

さ
ん
は
言
い
ま
す
。
「
英
語
ス
ピ
ー
チ

の
楽
し
さ
は
、
終
わ
っ
た
後
の
充
実
感

で
す
。
第
１
位
に
な
れ
た
の
は
、
一
緒

に
練
習
し
て
く
れ
た
先
生
や
応
援
し
て

く
れ
た
仲
間
、
そ
し
て
常
に
私
を
支
え

て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
自
分

は
英
語
を
通
し
て
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。」

　

い
つ
も
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い

吉
本
さ
ん
、
今
後
も
得
意
な
英
語
と
と

も
に
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

広島県中学校英語暗唱大会
千代田中学校生徒３連覇！

　広島県の中学生を対象に毎年開催される広島県中学校英語暗唱大会で、千代田

中学校３年生吉本真子さんが３年連続で第１位に輝きました。大会は今年で 19 回

目を数え、毎年この大会を目標に努力してきた生徒たちが、その成果を発表します。

その中で、見事優勝した吉本さんにお話をうかがいました。

広島県中学校英語暗唱大会での吉本さん

高円宮杯全国中学校弁論大会広島大会での様子吉本さんのトロフィー
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竹内智香 (SAJ 承認番号 0389 号 )

豊かな自然の中で長い年月をかけて培われ、受け継がれている伝統的で優れた農村文化・生活
などの技能・知識を有するその道の達人を「きたひろしまの達人」として募集し、認定します。

■募集期間

　平成 23 年１月21日（金）～ 3 月31日（木）

■応募書類

　達人認定候補者推薦書及び添付資料

※書類は、企画課又は各支所自治振興課にあります。

※自薦他薦は問いません。

■認定基準

　①町内に１年以上居住し、継続的に活動している方

　②優れた技能・知識を有する方で、広く認識さ

れている方

　③後継者育成及び伝承に努めている方

　④達人として活動するのにふさわしい人格を備

えている方

　⑤達人活動として、技能・知識を公開できる方

　⑥達人として一定年数以上の活動が見込まれる方

■認定方法

　きたひろしまの達人選考委員会により選考

し、町長が認定します。認定者には認定書を

交付し、副賞を授与します。

■認定後の活動

　町は達人の称号を授与し、その技能・知識を広

く顕彰します。達人は、保有する技能などの研鑽

を図っていただくとともに、伝承及び後継者の育

成のため、次の活動を行っていただきます。

①地域・学校・各種団体・町行事などでの実演、講演・

研修などの実施、体験入門・交流希望者の受入

②その他技能・知識振興のための活動

問い合わせ（応募先）

企画課地域振興係 　０５０ - ５８１２ - １８５６

各支所自治振興課（応募受付のみ）

きたひろしまの達人大募集

World SnowBoard Festival in Hiroshima 2011
２月 12 日（土）

やわたハイランド 191
（北広島町西八幡原）

問　企画課地域振興係

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
コ
ー
ス
を
滑
走
す

る
タ
イ
ム
を
競
う
「
ア
ル
ペ
ン
競
技
」。

こ
の
競
技
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
選
手

が
集
結
す
る
大
会
が
や
わ
た
ハ
イ
ラ
ン

ド
１
９
１
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
で
活
躍
す
る

選
手
達
の
、
白
熱
す
る
勝
負
を
間
近
で

見
ら
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
ぜ
ひ
ご

観
戦
く
だ
さ
い
。　

世界トップレベルプレーヤーが北広島町に集結！
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歯
を
大
切
に
！

生
涯
自
分
の
歯
で
イ
キ
イ
キ
と

15
組
30
人
が
表
彰
さ
れ
、
そ
の
う
ち
９

組
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
家
族
表
彰
受
賞
者（
敬
称
略
）

迫
田　

知
子
・
莉
真

加
地　

真
澄
・
瑠
璃
奈

三
宅　

比
佐
・
珠
生

廣
中　

礼
子
・
秀
亮

大
石　

麻
紀
・
命	

栗
栖　

理
恵
・
柊
威

増
本　

美
保
・
武
士

金
谷　

利
明
・
健
利

山
本　

由
梨
渚
・
勘
介

渡
邊　

英
子
・
瑞
樹

川
上　

ま
ゆ
み
・
ゆ
い

圓
山　

由
佳
・
恵
果

梶
原　

智
恵
美
・
楓

藤
井　

真
吾
・
啓
徳

山
脇　

朝
子
・
歩
子

　

「
８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
」
は
、

集
団
健
診
時
の
歯
周
疾
患
健
診
に
お
い

て
、
80
歳
を
越
え
て
20
本
以
上
の
歯
を

保
っ
て
お
ら
れ
る
42
人
が
表
彰
さ
れ
、

そ
の
う
ち
17
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
受
賞
者

　

表
彰
受
賞
者
は
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

　

南
方
に
お
住
ま
い
の
池
田
チ
ヨ
ノ
さ

ん
は
、明
治
41
年
生
ま
れ
の
103
歳
で
す
。

30
歳
代
の
時
に
夫
と
死
別
し
、
子
ど
も

を
養
う
た
め
に
稼
げ
る
と
こ
ろ
な
ら
ど

こ
に
で
も
飛
ん
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

忙
し
か
っ
た
が
、
幸
い
か
ら
だ
が
丈
夫

で
元
気
に
働
け
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

池
田
さ
ん
の「
元
気
の
秘
訣
」は
、「
特

別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、食
事
で
は
、「
肉
ば
か
り
」

「
魚
ば
か
り
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、
肉

と
魚
が
交
互
に
食
べ
る
よ
う
に
お
か
ず

を
考
え
、
そ
の
お
か
ず
に
は
野
菜
を
た

く
さ
ん
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
大
き
な
風
邪
は
ひ
か
な
い

が
、
月
に
１
回
の
定
期
受
診
も
欠
か
し

ま
せ
ん
。

　

運
動
は
特
に
は
し
て
い
な
い
が
、
野

菜
作
り
や
、
山
へ
柚
や
ク
リ
拾
い
に

い
っ
た
り
と
よ
く
動
か
れ
て
い
ま
す
。

103
歳
の
今
で
も
夕
食
作
り
は
チ
ヨ
ノ
さ

ん
の
担
当
で
す
。
息
子
さ
ん
が
最
近
作

る
野
菜
や
み
そ
汁
に
つ
い
て
「
上
手
に

作
っ
て
く
れ
る
よ
」
と
の
言
葉
に
、
チ

ヨ
ノ
さ
ん
の
や
さ
し
さ
と
長
生
き
の
秘

訣
を
感
じ
ま
し
た
。

（
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
取
材
班
）

健
康
な
歯
を
い
つ
ま
で
も

　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）
食
育
講

演
会
に
お
い
て
、「
は
つ
ら
つ
家
族
表

彰
」
と
「
８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
」

を
行
い
、
山
県
地
区
歯
科
衛
生
連
絡
協

議
会
元
林
会
長
に
よ
り
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
元
気
な

生
活
を
送
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
噛
め

る
歯
を
保
つ
よ
う
毎
日
の
口
腔
衛
生
の

習
慣
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

「
は
つ
ら
つ
家
族
表
彰
」
は
、
平
成

21
年
度
３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、
む
し

歯
が
な
く
歯
並
び
が
き
れ
い
な
子
ど
も

さ
ん
と
、
む
し
歯
の
な
い
保
護
者
の
方はつらつ家族表彰授賞式の様子

8020 げんきな歯表彰授賞式の様子

　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 71 回
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０５０－５８１２－７４４７問 きたひろネットセンター

元気を出そう農山村

〒731-1515 広島県山県郡北広島町壬生657-3

有限
会社 あ す な ろ

TEL（ 0826 ）７２－８８００
FAX（ 0826 ）７２－８８０５

広告

北広島産米、好評発売中

お米の あすなろ でございます

北広島町のおいしいお米を生産者の皆様から、
直接仕入れ、全国にお届けします。

弊社定温倉庫

①音声お知らせサービス

　音声お知らせ放送は、お悔み放送・行政のお知らせ・各団体等からのお知らせを放送しています。

　お悔み放送については、町民課・支所自治振興課へ死亡届を提出する際に、放送を希望される

方の申し出により放送を行っています。なお、放送区域は、申出者の希望で決めています。（無料）

　グループ放送は、小学校単位、行政区単位などで放送できます。例えば、地域の行事の案内を

行政区長さんから行政区のみなさんに放送することもできます。ぜひ、ご利用ください。（利用

開始時には、申請が必要です）

②積雪によるきたひろネットの引込線の垂れ下がり
　積雪によりきたひろネットの引込線などが外れたり垂れ下がっている場合やきたひろネット

のケーブルに樹木などが倒れ掛かっている場合は、きたひろネットセンターへご連絡ください。

ご協力をお願いします。

③加入者間無料電話（IP 電話）の無料通話時間　

　約 2,500 時間！（12 月中）

　きたひろネット加入者間でのＩＰ電話（050-5812-××××）通話料は無料です。

　12 月中にみなさんが、ＩＰ電話（050-5812-××××）の無料通話をご利用になった通話時間

は、約 2,500 時間（無料グループ分含む）です。今後とも、町内に電話をかけられる際はＩＰ電

話（050-5812-××××）の無料通話をご利用ください。また、町外へ電話をかける際もＩＰ電話

をご利用ください。

きたひろネットに加入している方で、まだ宅内配線工事登録店

に工事の依頼していない方は早めに依頼してください。
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■
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
侵
入
防
止
対
策

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
外

か
ら
侵
入
し
て
き
ま
す
。
鳥
類
を
飼
養

し
て
い
る
方
は
、
次
の
３
つ
に
注
意
し

て
侵
入
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

①
野
鳥
や
野
生
動
物
を
家
き
ん
舎
に
入

れ
な
い
。
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど
を
家
き

ん
舎
全
体
に
隙
間
な
く
は
る
。

②
野
鳥
や
野
生
動
物
を
家
き
ん
舎
に
近

づ
け
な
い
。
こ
ぼ
れ
た
エ
サ
を
そ
の

ま
ま
に
し
な
い
。

③
家
き
ん
飼
養
場
所
は
こ
ま
め
に
掃
除
・

消
毒
を
。
消
石
灰
や
逆
性
石
鹸
で
、

家
き
ん
舎
全
体
に
噴
霧
、
散
布
を
行

う
。
家
き
ん
舎
入
口
に
消
毒
槽
を
設

け
、
出
入
り
時
は
必
ず
靴
底
を
消
毒

す
る
。
家
き
ん
の
管
理
、
掃
除
、
消

毒
の
後
は
手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る
。

○
消
毒
薬
の
利
用
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
他
の
消
毒
薬
と
混
ぜ
て

使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
鶏
卵
、
鶏
肉
を
食
べ
て
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感
染

し
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

○
家
き
ん
に
異
常
が
見
ら
れ
る
場
合
は

役
場
産
業
課
、
各
支
所
産
業
建
設
課

ま
た
は
広
島
県
西
部
家
畜
保
健
衛

生
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
課
農
業
振
興
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

　

各
支
所
産
業
建
設
課

問　

広
島
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　

０
８
２
‐
４
２
３
‐
２
４
４
１

■
有
料
道
路
通
行
料
金
の
割
引
制
度

　

障
害
の
あ
る
方
が
有
料
道
路
を
利
用

さ
れ
る
場
合
に
、
有
料
道
路
料
金
の
割

引
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
障
害
者
の
範
囲

　

障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す
。

　

障
害
者
本
人
以
外
の
方
が
運
転
し
、

障
害
者
本
人
が
同
乗
す
る
場
合
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
重
度
の
障
害
の

あ
る
方
が
対
象
で
す
。
重
度
の
障
害
と

は
、
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
」
が
第

１
種
の
方
で
す
。

内
容

　

割
引
料
金
額
は
通
常
料
金
の
半
額
で

す
。
登
録
自
動
車
は
障
害
者
の
方
一
人

に
つ
き
１
台
で
す
。
た
だ
し
、
対
象
と

な
ら
な
い
自
動
車
も
あ
り
ま
す
の
で
担

当
窓
口
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

割
引
有
効
期
間
（
新
規
の
場
合
、
手

続
き
終
了
し
た
日
か
ら
そ
の
後
の
２
回

目
の
誕
生
日
ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。
継

続
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
は
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
場
合
も
申
請

で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
役
場
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
水
道
管
の
凍
結
破
裂
注
意

　

今
年
も
水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
が
心

配
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
外
気
温
が

氷
点
下
以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
蛇

口
が
凍
り
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
場
所
は
特
に
凍
結
防
止
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管

○
北
向
き
で
日
の
当
た
ら
な
い
水
道
管

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所
の
水
道
管

凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
や
蛇
口
に
、
布
切
れ
や
毛
布

あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を
巻
き
、
濡

れ
な
い
よ
う
に
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は

　

凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や

８
０
２
０
げ
ん
き
な
歯
表
彰
受
賞
者

六
信
　
節
子

鉄
穴
　
サ
ワ
ヨ

溝
下
　
昭
五

高
木
　
勝

月
谷
　
徹

高
木
　
桂
子

和
田
　
菊
江

山
田
　
薫

鈴
木
　
和
之

香
口
　
敏
晴

田
村
フ
ク
エ

香
口
　
登
美
子

宇
川
　
サ
ヨ
コ

伊
藤
　
宗
和

佐
伯
　
秀
夫

竹
村
　
房
江

山
口
　
昭

吉
原
　
徹

藤
原
　
喜
美
枝

上
田
　
利
盛

藤
井
　
幸
登

足
利
　
信
江

加
藤
　
和
夫

西
岡
　
亀
人

佃
　
幸
子

今
村
　
一
市

上
田
　
フ
ミ
コ

室
　
ア
サ
コ

佐
古
　
秀
美

淀
江
　
孝
幸

田
中
　
道
行

鈴
木
　
月
江

山
田
　
博

岡
田
　
ク
ニ
ヱ

迫
　
重
三

杦
本
　
作
雄

森
田
　
八
千
代

新
苗
　
芳
枝

加
藤
　
巌

高
田
　
マ
サ
子

石
田
　
敏
哉

南
部
　
ヤ
ス
コ

苅
田
　
ス
ミ
コ

岡
松
　
百
合
子

板
倉
　
ミ
ス
エ

榎
木
　
明
子

（
敬
称
略
）

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ
　
　

　
ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

くらしの情報

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問
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　 布
を
被
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
、
ひ
び
割

れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
管
（
町
水
道
）
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を

止
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
し
っ
か
り
布

や
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
て
応
急
処
置
を

行
い
、
最
寄
り
の
給
水
装
置
指
定
工
事

店
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
上
下
水
道
課
水
道
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

北
広
島
町
に
は
、
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
の
処
理
施
設
に
汚
水
を
送
る
た

め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
が
１
６
４

箇
所
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
に
異
物
が
詰
ま
る
と
、
ポ
ン
プ
が

故
障
し
て
、
汚
水
を
処
理
施
設
ま
で
送

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
を
安
心
し
て
ご
使
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
ト
イ
レ
に
は
、
水
に
溶
け
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
使
用
す
る

○
水
に
溶
け
な
い
物
（
タ
オ
ル
・
オ
ム

ツ
な
ど
）
を
流
さ
な
い

○
台
所
か
ら
出
る
ご
み
（
野
菜
く
ず
、
残

飯
、
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
）
は
流
さ
な
い

○
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発

性
の
高
い
も
の
を
流
さ
な
い

○
洗
剤
に
は
、
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用
す
る

問　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
６
１

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０

　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

狙われる認知症高齢者！

　リフォーム工事の訪問販売

　高齢で認知症の父親が、業者に言われる

ままリフォーム工事を次々と契約している

のが、民生委員からの連絡で分かった。家

の中を探したところ、屋根のふき替え工

事、外壁塗装工事、門扉の工事など契約し

た書類が出てきて、約 2ヵ月の間に 6件合

計 1,300 万円の契約をしていた。高額で必

要のない工事なので解約したい。

　住宅リフォーム工事の訪問販売に関する

相談は一旦減少したものの平成 21 年度か

ら再び増加に転じ、認知症高齢者など判断

能力が不十分な消費者による契約に関する

相談も増加しています。特に認知症高齢者

などの場合、被害が表面化するまでに時間

がかかり、その間に被害が拡大してしまう

ことがあります。家族や身近な人の見守り

が不可欠です。最近は分割払いではなく「業

者から促されるままに金融機関で現金をお

ろす」または「口座振込に」より、一度に

全額を支払ってしまうケースが多くなって

います。認知症の症状が見られる場合に

は、成年後見制度や日常的な金銭管理など

を援助する制度を利用するのも一つの方法

です。

早くリフォームを！

そうですか…

アザレアからのお知らせ

☆ 冬の宴会 受け承ります ☆
クラス会・お祝い・法要など各種宴会（特典：入浴無料）

３５００円コースより（５名様～）（送迎についてはご相談ください）

好評！セラミック湯

お肌にやさしい湯！ 元気が出る湯！

営業時間　11：00 ～ 20：00（受付終了 19：30）　

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告

保
健

福
祉
・
子
育
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税
金

年
金
・
保
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き
た
ひ
ろ
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ッ
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消
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・
防
災
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環
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・
文
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ス
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ー
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下水道につまっていた異物
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■
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
忘
れ
ず
に
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
！

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害

が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給

し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が

一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
役

場
で
直
接
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号

被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号

被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所

が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個

別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で

き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態

を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
の

な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
等
に

よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
等
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
役
場
町
民

課
、
各
支
所
自
治
振
興
課
、
ま
た
は
最

寄
り
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
気
温
が
下
が

っ
て
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
に
な
る
と
流

行
す
る
感
染
症
で
す
。
重
症
と
な
っ
た

り
死
亡
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
し
っ
か
り
と
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

予
防
の
３
原
則

感
染
経
路
を
断
つ

○
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
は
で
き

る
だ
け
控
え
る

○
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
す
る

○
外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

○
こ
ま
め
に
部
屋
の
換
気
を
す
る

抵
抗
力
を
つ
け
る

○
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維

な
ど
を
積
極
的
に
と
る

○
し
っ
か
り
休
養
し
、
疲
れ
を
残
さ
な
い

免
疫
を
つ
け
る

○
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け

る
（
流
行
前
に
受
け
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
）

○
ス
ト
レ
ス
を
休
養
や
気
分
転
換
で
早

め
に
解
消
し
、
自
分
な
り
の
解
消
法

を
み
つ
け
る

■
肝
臓
が
ん
予
防
講
演
会

肝
臓
が
ん
予
防
に
つ
い
て
治
療
や
日

常
生
活
の
心
構
え
な
ど
を
学
習
す
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師　

安
佐
市
民
病
院　

辻　

恵
二 

氏

日
程　

２
月
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　

役
場
本
庁
２
階
会
議
室

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

特定（産業別）最低賃金が

適用される業種

最　低

賃金額

製鉄業、鋳物等製造業 823 円

金属製品製造業 790 円

はん用機械器具等製造業 796 円

電子部品、電気機械器具等

製造業
755 円

自動車・同付属品製造業 781 円

造船業 821 円

各種商品小売業 764 円

自動車小売業 775 円

　問　広島労働局賃金室

　　　
 0 8 2 - 2 2 1 - 9 2 4 4

■
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
額
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

製
鉄
業
な
ど
８
業
種
が
改
定
さ
れ
、

12
月
31
日
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

宛名付ダイレクトメール宅配員 急募！

　各企業のカタログ等を宛先まで届けるお仕事です。

　収入：1通につき20円～　※宅配物により、宅配料は変動致します。

＜募集エリア＞

今吉田、阿坂、吉木、川戸、蔵迫、有間、川東

壬生、丁保余原、南方、本地、春木、有田、後有田

今田、志路原、戸谷、都志見、岩戸、新庄、大朝、大塚

（株）ヒューマンネット　広島市佐伯区八幡 1-18-1

TEL：０１２０－１５４－８９５

広告

保
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1 月６日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師・清掃・接客・配膳

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師・介護職員

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 ホールスタッフ

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員・一般事務

広島北ホテル バーテンダー・レストランスタッフ

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

ガスト広島千代田店 接客・調理等

株式会社 玉屋金属 プレス工

株式会社 ひろし本店 調理補助・配達

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 一般事務・自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

株式会社ダイケン広島支社 ホテル客室清掃・ホテル共用部屋清掃

焼肉 河九 調理

株式会社フレスタサンクス店 レジ・品出し・商品のパック作業・調理

丸二株式会社 製造

石橋飲料株式会社（田原温泉） 接客業務・厨房助手など

郵便事業（株）千代田集配センター 郵便配達

郵便事業（株）大朝集配センター 郵便配達

株式会社ワークスタッフ　広島営業所 作業員

広島イーグル株式会社
管理購買業務・プレス加工

及び検査・設備管理業務

株式会社クリエイト・エンジニア 検査員

広島アルミニウム工業株式会社 清掃

株式会社芸北プラモーション（芸北オークガーデン） フロント・ホールスタッフ

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

［12 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,329 人 （－ 19）

    転　入 28 人

    転　出 27 人

　 出　生 9 人

　 死　亡 29 人

    世帯数 8,321 世帯 （－ 13）

>>> Population 人口と世帯

人情報コーナー求>>> \\\ 納期限

２月 28 日（月）

●国民健康保険税［９期］

●後期高齢者医療保険料［８期］

>>> Human rights 人権標語

おかあさん

だいじないのち

ありがとう

>>> Editor's postscript 編集後記

◆昨年末は一気に冷え込み、大雪となりました。

出初式と成人式の日も当初は大雪が心配されまし

たが、なんとか大雪だけは回避されました。ただ、

冷たい雨が降り出し、出初式を行っている消防団

や、来賓の方までも雨の中の式典となりました。

しかし、日ごろの訓練の成果を発揮し、つつがな

く式典は終了し、その姿に、来賓の方 も々満足さ

れたようです。一方、新成人の方は、久しぶりに

出会った同級生との交流の楽しさで、寒さもそっ

ちのけのようでした。自分が新成人になってから

ずいぶん経ってしまったなと、元気いっぱいの彼

彼女たちを見ながら嘆息し、一日まるまるの取材

と寒さで疲れた体で帰宅し、そのままコタツで大

イビキをかいていた、そんな連休でした。

■求人事業主の皆様へ

　北広島町では、住民と町内へのＵＩＪターン就職希

望者を対象に無料職業紹介を行っています。即戦力と

なる人材をお捜しの事業主の方はぜひご利用ください。
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故郷をはなれて、
シラカンバ

高原からの花便り　№72
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
２
月
号

№
 0
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平
成

2
3
年

１
月

2
1
日

発
行

発
行

／
北

広
島

町
　

　
編

集
／

企
画

課

〒
7
3
1
-1

5
9
5
　

広
島

県
山

県
郡

北
広

島
町

有
田

1
2
3
4

T
e
l 0

5
0
-5

8
1
2
-2

1
1
1
　

　
F
a
x
 0

8
2
6
-7

2
-5

2
4
2

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http
:/

/
w

w
w

.to
w

n.kitahiro
shim

a.lg.jp
/

　

八
幡
ら
し
い
景
色
が
広
が
り
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
も
野
原
も
雪
に
覆
わ
れ
、
庭
先
の
雪
は
軒

に
届
き
そ
う
で
す
。
夏
に
は
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え

た
景
色
が
、
白
い
絨
毯
で
一
つ
に
繋
が
り
、
ど

こ
ま
で
も
歩
い
て
行
け
る
よ
う
な
気
に
な
り
ま

す
。
凍
え
る
道
を
進
む
と
、
八
幡
の
一
画
に
シ

ラ
カ
ン
バ
の
林
が
広
が
り
ま
す
。

　

シ
ラ
カ
ン
バ
は
シ
ラ
カ
バ
と
も
呼
ば
れ
る
、

カ
バ
ノ
キ
科
の
落
葉
広
葉
樹
で
す
。
ロ
ン
グ

ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
歌
謡
曲
の
歌
い
出
し
に
も

登
場
す
る
の
で
、
名
前
を
ご
存
知
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
歌
詞
に
あ
る
と
お
り
、
葉
の

無
い
時
期
に
は
真
っ
白
な
幹
が
青
空
に
よ
く
映

え
、
い
か
に
も
高
原
の
清
ら
か
な
雰
囲
気
を
代

表
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
八
幡
高
原
の

他
に
、
岡
山
の
蒜
山
高
原
で
も
多
く
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
シ
ラ
カ
ン
バ
は
本
来
「
北
国
の
」

植
物
で
、
静
岡
県
よ
り
も
北
、
福
井
県
よ
り
東

に
分
布
す
る
植
物
で
す
。
八
幡
高
原
や
蒜
山
高

原
の
シ
ラ
カ
ン
バ
は
、
人
の
手
に
よ
り
植
え
ら

れ
た
も
の
で
、
高
原
内
に
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
個

体
は
、
種
が
飛
ん
で
増
え
た
も
の
で
す
。
ま
た

シ
ラ
カ
ン
バ
は
、
ブ
ナ
の
よ
う
に
安
定
し
た
場

所
に
林
を
作
る
種
で
は
な
く
、
伐
採
後
な
ど
、

何
ら
か
の
か
く
乱
が
あ
っ
た
場
所
に
真
っ
先
に

林
を
作
り
ま
す
。
草
原
に
最
初
に
入
っ
て
く
る

ア
カ
マ
ツ
と
同
じ
よ
う
な
生
き
方
を
選
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

　

樹
皮
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
木
目

が
美
し
く
、
材
も
堅
い
の
で
、
家
具
や
内
装
に

使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
花
は
雪
解
け
が
終
わ
っ

た
頃
に
咲
き
ま
す
が
、
ハ
ン
ノ
キ
と
同
じ
く
風

媒
花
な
の
で
目
立
ち
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
の
観
光
地
に
行
く
と
、
樹
皮
を
剥
が

れ
て
無
残
な
姿
に
な
っ
た
シ
ラ
カ
ン
バ
を
見
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
成
長
し
て
剥
が
れ
か
け
て

い
る
皮
を
見
る
と
、
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
に
剥
ぎ

た
く
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
八
幡
高
原
の
シ
ラ
カ
ン

バ
で
は
そ
の
よ
う
な
姿
は
見
ま
せ
ん
が
、
別
の

意
味
で
や
っ
ぱ
り
残
念
な
思
い
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
美
し
い
こ
の
種
も
、
八
幡
高
原
で
は

「
外
来
種
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
種
が
飛

ん
で
芽
生
え
た
シ
ラ
カ
ン
バ
が
、
在
来
種
を
駆

逐
す
る
で
も
な
く
、
ど
こ
か
縮
こ
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
は
、
思
い
込
み
で
し
ょ
う
か
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


